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第１回開催 知事と語ろう市町村ミーティングin朝日町 

【と  き】平成２２年５月１４日（金） １４：００～１６：００ 

【ところ】創遊館 

【参加者】参加者総勢約１４０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１ 子育て支援の強化について（小学生医療費の無償化）】 

【２ 宮宿商店街の活性化について（カラー舗装の要望）】 

【３ 県道宮宿白滝線「道陸の片洞門」の改修について】 

【４ 県道２８９号線の未舗装部分の改修について】 

【５ 特別支援学校のスクールバス運行にいついて】 

【６ 高校再編について】 

【７ 県道左沢浮島線の改良について】 

【８ おいしい山形プラザの収益について】 

【９  知事から見た朝日町の印象について】 

【10 知事がいつも輝いている秘訣について】 

【11 りんご新品種「ファーストレディ」のトップセールスについて】 

【12 りんご新品種「ファーストレディ」の許諾権について】 

【13 山形セレクションについて】 

【14 広域的観光バックアップについて】 

【15  子育て支援について】 

【16 非常勤講師の採用と教育の質の確保について】 

 

 

【１ 子育て支援の強化について（小学生医療費の無償化）】 

 ☆地区名が、玉ノ井というところになります。現在、小学校 1 年生の子どもを持つ親で
す。よろしくお願いいたします。私の方から子育て支援関係のほうについて、ご検討して

いただきたいお願いがございます。子を持つ親といたしましては子どもの健康が何より一
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番心配です。朝日町には小児科や耳鼻科、皮膚科などがございません。専門の医療機関を

受診するためには、寒河江市や山形市まで行かなければならないのが現状です。遠くて大

変ですし、経済的にも負担が大きいです。今現在、朝日町では未就学児は外来、入院とも

に無料、小学生は入院のみ無料となっております。また父子家庭に対しましても、他の町

に先駆けて医療費の助成がなされているようです。このような朝日町の取り組みが、私た

ち親にとって子育てをする大きな支えとなっているんですけれども、天童市や山辺町のほ

うでは医療費の無料化を小学生や中学生のほうまで対象拡大して実施しているとお聞きし

ております。そのようなことを耳にいたしますとやはり、財政力がある町とない町とでは

格差が生じてしまっているのかなと思います。支援が充実している市や町への転出のほう

も心配されますし、都市部と山間部の格差もますます広がるように懸念されます。県内ど

こに住んでいても等しく支援を受けられるようにならないでしょうか。吉村知事が「子育

てするなら山形県」ということで、いろいろな子育て支援を実施されておられますが、市

町村の間でも医療費助成に差がある現状をご理解いただきまして、今後小学生の外来分に

つきましても県内一律に助成がなされますよう、お願い申し上げたいと思います。 
（知事） 
はい、どうもありがとうございます。本当にお子さんを育てておられるといろいろご心

配が多々あるかと思います。先ほどもあさひ保育園を見せていただいた時に、朝日町さん

本当に、子育てに力を入れているんだなって事を実感いたしましたけれども、その中の医

療といいますか、そういう点で多々、ご心配な点があるのかなというふうに思っておりま

す。山形市また、河北の県立病院とかもありますけれども、県立病院、まず失くさないで

そのままということを私、申し上げておりますし、医療、今医師が本当に小児科、産婦人

科、本当にこう山形県内全域不足しておりますし、それは全国的な医師不足でありまして、

医師確保のために、国を挙げてといいますか、県を挙げて取り組んでいるところでありま

す。ただ、すぐにはお医者さんは育たないので、順調にいっても６年以上はかかるわけで

すから、もうちょっと時間がかかるのかなっていうふうに、ご不便をおかけすることも多々

あるかなと思って、大変申し訳なく思っているところですが、医療のほうも頑張って取り

組んでいきたいと思っております。市町村間でやはりいろいろな違いがあるということも

存じております。市町村が就学前の乳幼児および小学生の医療費の自己負担の軽減を行う

場合には県はその費用の半額を助成しておりまして、それは県内全ての市町村が実施して

いるわけでして、多くの市町村で独自の子育て支援策ということを考えております。今、

おっしゃったように県内全部がね、平等といいますか、同じような形で子育てということ

に力を入れてほしいという声もあるのも承知しておりますが、今のところ、まだそこまで

には至っていなくて、まず子育てというものを社会全体で応援しようというような雰囲気

を、醸成し、それから段々と保育園の助成といいますか、認可外保育園のほうにも力を入

れたりとかですね、それから待機児童の解消というような、いろいろな総合的な取り組み

というものを実施しているところでございます。そうですね、昨年の７月から県としまし
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ては、入院費用の助成対象年齢をこれまでの就学前の幼児から小学校６年生までに拡大し

たのですけれども、おっしゃるように外来も全てというところにまではまだ至っておりま

せんで、そっちも頑張っていきたいなと思っております。子育てというのはですね、日本

全体が今、人口減少というところにもう入ってきておりますので、国全体の課題でありま

すので、県としても国に対して子どもの医療費助成制度の創設ということについて強く政

策提案をしていくという取り組みをしてまいりますので、しばらくご理解の程お願いした

いなというふうに思っております。朝日町さんの制度といいますか、そのことについても

お話をいただければと思います。 
（朝日町長） 
 先ほどありましたけれども、朝日町では就学前、学校に上がる前のお子さんについては

完全医療費は無料化というふうなことで、何年になりますか、17 年の４月からやっており
ます。そして今、知事からもお話がありましたように小学校６年までですね、の入院費に

つきましては県知事さんが一生懸命頑張っていただいているというようなことで、町でも

その現在、取り組ませていただいております。で、よろしいですか？ 町でも一生懸命頑

張っておりますし、知事からも国全体の問題だと、課題だというふうなこともありますの

で、総合的に頑張っていかなければいけないかなと、医療費だけでなく、総合的に頑張っ

ていかなければならないというような、今の知事さんのお話にもありましたので、その点

にもご理解いただき、「子育てするなら山形県」だというふうな在り方が今後、吉村色を強

めて頑張っていただけるのではないかと思いますので、どうかお願いいたします。 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【２ 宮宿商店街の活性化について（カラー舗装の要望）】 

 ☆私、宮宿商店街の本町の者です。一人の老人です。地域の問題としてちょっと。商店

街つくりのことでちょっと。商店街も低迷の一途をたどっておりまして、これは全国です

けれども。次代を担う次の世代、私は老人ですけれども、跡を継ぐ者に対しての宮宿商店

街、知事もご存知だと思いますけれども宮宿商店街。これ、やっぱり整備、商店街の整備

ということをやっぱりソフト面だけでなく、やっぱりハード面ってのが必要なんですね。

やっぱり一過性の、やっぱりイベント、それはもちろん必要ですけども、これは跡を継ぐ

者に対してちゃんと商店街、整備しないと跡を継ぐ人いない、ということになってきます

ので、それでは宮宿商店街のカラー舗装を、まあ県民、市町村で商店街のメインストリー

トであるカラー舗装になってないのは、宮宿だけだと思います。今は、「なんだ変わったな

ー」っていうのでないとお客さんもなかなか運んでくれない。やっぱり老人の方だと、や

っぱり弁当持ったりなんかして、カラー舗装にでも椅子でもおいで、楽しみながら買い物

に来るというような、そいなこう今現状ですね。ですので、何とかカラー舗装の実現とい

うことで、やっていただきたいなと思っておるんですけれども、ぜひひとつ実現のほうに
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やっていただき、ひとつ町長さんはじめ、町長さんも商店街ですけれども、今日も県の課

長さんはじめ全部来ておりますのでひとつ、心にしていただきたいと思っています。よろ

しくお願いします。 
（知事） 
はい、どうもありがとうございます。宮宿の商店街の、商店街づくりといいますか、今

後のことを心配なさっていらっしゃると思うんですけれども、やはり各地の商店街がとて

も課題だと思います。いろいろ空き店舗が出てきたりですね、後継者がいないとか、様々

な課題が山積しているというふうに思っております。宮宿の商店街、昨年ですね通ったと

いいますか、あと選挙の時に通ったとか、そういう感じなんですけれどもね、ゆっくりと

来てみたことはないんですけれども、かなりご心配だというふうに思っています。山形の

七日町というところがありますけれども、そこもやはりいろいろお客さんが少なくなって

きたり、いろんなことが出てきたもんですから、あそこはなんか「紅の蔵」というのを、

一般のお家だったところを開放してですね、その蔵で蕎麦屋とかレストランなんかやって、

今毎日お客さんがたくさん入ってます。それから、御殿堰っていうところでは町の中だか

ら暗渠にして隠していたんですけれどそこを開けまして、わざわざ開けて、そこのところ

をちょっと昔風の町屋風に建物を変えたりして、その２箇所をなんとなくこう昔風の町並

みにちょっと近づけて、お客さんを呼び込もうとしておりますが、今のところそこへ行く

とちょっとほっとするというようなことで、椅子も置いてありますし、流行っております

ね。宮宿もやはりどこもやはり高齢化だったり、あと外の方から観光客にいらしていただ

いたときに、ほっとしてその座ってそこでくつろいでいただけるような空間ができれば、

住んでいる人もいいし、たまに来た人も「ああ、いい所だなあ」と思うと思うんですけれ

ども、まずはその地元の取り組みも大変大事だなあと思います。全国のですね商店街活性

化に力を尽くしてきた人の話を聞きますとね、その地元でこう、言葉が悪いんだけど、「馬

鹿がいる」といいって言うんですよ。その、馬鹿みたいに一生懸命になってそれをやるぞ

っという、ものすごい熱心な人がいると、成功するんだっていうことを聞きました。そう

いう若い人といいますかね、もう中年、老年でもかまわないんですけれども、物凄い熱心

になるような人が核になると成功するといいますかね、そういう要は人材が大事というふ

うに街づくりの専門家から聞いたことあるんですけれどもね。本当に、ご心配いろいろあ

ると思うんですが、どういったことをやっていけるのかなというふうに今からちょっと考

えたいといいますか、まず、町のほうのお考えもお聞きして、それからどういうことがや

っていける可能性があるのか、村山総合支庁のほうからもちょっとお話をというふうに思

います。まず町長さん、どうなんですかねえ、地元商店街づくり。 
（朝日町長） 
はい、今日は知事と語ろうミーティングですので、極力控えようかなというふうに思っ

ておりますが、知事からそういうなお話もありましたので。今、中央通り商店街のほうで

一生懸命頑張っていただいておりますし、商工会さんのほうとも一生懸命取り組んで、中
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心市街地と申しますか、宮宿商店街づくりにも現在頑張っております。宮宿まちづくり推

進協議会の地区の区長さんとか役員の方、そしてまた商店街の店主の方々等々に参加して

いただいて、もう何年かな、平成 19年からこの商店街通りをどういうふうにしていこうか
というふうなことで、様々な検討をしていただいております。そういった中で、豊龍神社

というか、豊龍公園が元左沢高校朝日分校があったところでありますが、そこの整備から

させていただいて今、町中に山形の「紅の蔵」まではいきませんが、蔵を活用した交流観

光の拠点も作らせていただいております。そこに今度、町の観光協会も入っていただいて、

交流観光の一つの拠点というような位置づけで取り組んでいこうというふうに思っており

ます。そしてまた、デマンド型の乗り合いタクシーを今年度４月１日から町内全域までは

まだ至っておりませんが、西部地域、そしてまたは中部地域で今、運行しております。そ

ういったデマンドタクシー、乗り合いタクシーを利用する方々にも各商店のほうで、非常

に来やすい取り組みをしていただきながら、そこで来るときは病院に行くとかそういうふ

うなことで、来るときはそういうふうな目的で来ていただいて、帰るときは、各々の商店

街、スーパーなり、そういうところに寄っていただいて、そこからタクシーに乗っていた

だいて帰っていただくとか、様々こう、方法があるのじゃないのかなというふうな考え方

もしております。町でもいろいろこう、交流観光というふうなことを、これからの産業の、

町は、朝日町は農業が基幹産業でありますが、それとともに交流観光についても力を入れ

て、産業の活力、拡大に向けて頑張っていきたいというふうなことで取り組んでおります。

知事もおっしゃいましたが、地元の方の取り組みが一番だというふうにお話もありました

し、私もその通りだと思っています。それに対するところのハードの面についても、でき

るかぎり頑張っていきたいと思っておりますが、このカラー舗装まではまだちょっと今の

ところ、これ県道ですので、県さんと協議させていただきながら頑張っていかなければな

らないかなというふうな思いもありますので、これから担当の県の皆さんともお話をさせ

ていただきながら、進めさせていただきたいなと思っております。 
（産業経済部長） 
 産業経済部長でございます。ただ今、町長おっしゃられたとおりですね、商店街のこと

を考える時、やはり地域活性化の中心になるものだなと思っておりまして、そこは観光の

側面、あるいはもちろん商業の側面もありまして、私どものメニューとして、観光関係で

いろいろお手伝いできることもあれば、また、町づくりのソフトの関係でお手伝いできる

こともありますので、そこは朝日町さんから、担当の方から充分お話を伺いながらですね、

どのようなことができるか充分考えながらやっていければと思います。 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【３ 県道白滝宮宿線「道陸の片洞門」の改修について】 

 ☆こんにちは、私は立木の者です。知事の県政は心温まる県政。それに安心、安全をつ
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けさせていただいてお願いをしたいと思いますが、よろしいでしょうか。それではお願い

いたします。私のところは県道宮宿白滝線の約３分の１ぐらいのところにあります、立木

部落でございますが、それより約１kmほど手前に「道陸」と書いて「どうろく」と読んで
いるところがございますが、そこは昔から土砂崩れ、雪崩れが起きる場所としてけもの道

すらないところでございましたが、林道ができまして何とか通れるようにはなりました。

しかし、以前から土砂崩れがありますんで、なかなか安心して通れる場所ではなかったん

ですが、県道になりまして、スノーシェッドをつけていただきました。お陰で夏と冬、そ

れほど怖くなく通れるようになったんですが、ただ、だいぶ昔のことでございますので、

道幅が狭くてですね、大きいトラック、あるいはバスとか通った時に普通車と交互という

か、すれ違うことさえできないような細い道路でございます。また、崖崩れの場所でござ

いますので、上から崩れ落ちた土砂と一緒に雨水とか落ちてきますんで、冬などは特に雨

水が下の道路に入りまして、道路の脇を凍らせて滑るような状態になります。もし、そこ

を歩いている人が通った場合に、車が来たりしますと走ってそのトンネルから出るか、あ

るいは危険を冒してその氷のうえを上がってガードレールにしがみつくか、どちらかしな

ければならないような状態で、また、上から常に水が落ちてくるもんですから、大きな氷

柱ができまして、これが中に入って道路をふさいでしまうというふうなことも何度かござ

います。そんなことで、われわれ毎日通る者として非常にヒヤヒヤ、ドキドキというふう

な形でそこを通らなければならないような状況にあります。また、天井が低いためにです

ね、大型バス、今の天井の高い大型バスは通れません。また大型重機を積んだトレーラー

なども通ることはできないようです。ですから、白倉に朝日町で財産を投じまして「Asahi
自然観」を造っていただいたわけですが、そこに世界でも珍しい空気神社があるわけです。

ところが観光として大きなバスも来たんですが、そこは通れないというふうなことでそこ

から引き返していった経緯がありますが、そんな点で、なんとか我々のその空気神社を県

内外だけでなくてですね、世界中からお客さんを呼べるような素晴らしい神社じゃないか

なというふうに思っておるんですが、なんせ、そういったことで観光バスすら通れない状

況にあります。また、崖崩れ等だけでなくてですね、冬などは雪崩れが起きまして、トン

ネルの出入り口をふさいでしまうというふうなことも一冬に何度かございます。今年なん

かは大きな木の根が道路の真ん中まで転がってきて、まあ、常盤の駐在さんがどかしてく

れたというふうなこともございますので、そのような点からわれわれは非常に毎日通る度

に、あるいはそこだけしか通る道がないもんですから、大雨が降ったりあるいは台風、そ

れから地震などが起きる度にですね、「あそこが崩れてこないもんか」あるいは「土砂崩れ

がないか」そんな毎日を過ごしております。そういったことで我々、十数年前からなんと

かこの道路、改良して欲しいと、改善して欲しいというふうなことで申し上げているんで

はございますが、なにせ予算がないというふうなことで、今までなかなか進んでおりませ

ん。ですからなんとか知事の力によりましてわれわれの気持ちを汲んでいただいて温かな

心を持っていただいて、安心、安全をさせていただきたいと、一日でも早く我々の安堵し
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た気持ちで生活できるようにご協力お願いできれば幸いと存じますので、よろしくお願い

したいと思います。 
 
【４ 県道２８９号線の未舗装部分の改修について】 

☆関連していいですか。その立木のさらに奥の朝日鉱泉というところの者です。お話に

あったその県道 289 号線ですね。宮宿から白滝に関することなんですけれども、Asahi 自
然観ですとか空気神社といった町の一つの観光のスポットに通じる道でもあると同時にも

う一つですね、忘れてはならない磐梯朝日国立公園に続く道という形でも朝日町からの主

要道路っていうことで位置づけられていると思います。やはり、国立公園に指定されるほ

どの豊かな、美しい自然が残っているおるところですので、知事もご存知かどうかどうか

ですけれども、広大なブナの原生林というのは「21 世紀に残したい自然百選」にも選ばれ
てますし、最近で言えば「森の巨人たち百選」というので日本一のクロベの巨木というの

も注目を浴びています。やっぱりそういったスポットもあると。そしてやはり、忘れては

ならないのが町の名前にもなっている朝日岳ですね、朝日連峰の主峰の大朝日岳っていう

のは日本百名山に入っていますので、毎年全国からたくさんの登山というか、山登りの方

たちが訪れています。やはり町のってか、地元の方にとっても山形県でも１、２を争う清

流というか、朝日川での遊びでしたり、春には山菜、秋にはきのこといった山の恵みを楽

しんだり、釣るっていう意味でも非常に貴重な場所だと思うんですね。朝日国立公園って

いうのは。そこに行くまでの道がですね、やはりまだ舗装されていない部分も多数残って

ますし、凄く狭いというのもありまして、観光ですとか、登山に来た方からは「非常に道

が悪い」と、「もう二度と通りたくない」なんていうような話もよく聞きます。やはりこれ

から先のことを考えた時に先ほど、町長さんもおっしゃいましたけども、町の中で観光と

いう位置づけ、観光資源っていう意味でも磐梯朝日国立公園っていうのは無視はできない

んじゃないかなと思っていますし、ぜひともそこに続く道、アクセスの面で、せめて舗装

されていない部分の整備というものだけでもなんとか考えていただけないかというふうに

思います。先ほどともちろん、セットになるかと思うんですけど、そのちょっと先のとこ

ろの道までもぜひ考えていただけたらなと思います。 
（知事） 
はい、お二方どうもありがとうございました。県道の整備というのは本当に、全県内か

ら希望が寄せられておりまして、もちろん県民の皆さんの安全、安心確保のために緊急性

などを考慮して、また地元からも優先順位というようなものまでお聞きしたりしながら、

実施しているところなんですね。本当にその、道陸というところですか、そのトンネルや

橋などの整備ということでありますし、またただ今のその先のほうも整備してくれという

ようなお話だったと思いますが、朝日鉱泉ですね、はい。私中学の時に親から連れられて

いった覚えがありまして、その時は混浴だったんですね。で、入ったら途中でいろんな人

が入ってきて、もう上がれなくなったっていう、その凄い辛かったことを今、こうなんか、
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お湯でおかしくなってしまったようなそういうことがあったなって今、思い出して大変懐

かしいんですけれども、非常に秋の景色が素晴らしくいいところですね。大人になってか

ら家族全員で紅葉狩りなど行った覚えがあります。冬もそこ閉ざしているんですよね、あ

まりにも山奥でね。だけども本当に春から秋にかけては絶景といいますか、素晴らしい景

色のところだなっていうふうに思っております。地形が大変に急峻だっていうふうにお話

のあった箇所については聞いてはいるんですがね、その前にね、道路の整備ということに

つきましては、実は朝日町さんはね、結構、県のほうでたくさんの事業費っていうか、予

算的に結構、力を入れさせていただいておりました。びっくりするぐらい、ちょっと公表

できないの。力のある議員さんとですね、それから町長さんといらっしゃいますので、そ

ういうことになっているのかなっと思うんですが、やはり地元のその優先順位というよう

なこと、ご相談させていただきながらやっていかなければならないことだなというふうに

思っておりますが、その要望について総合支庁のほうから説明してください。 
（建設部長） 
建設部長です。私のほうからご説明させていただきます。スノーシェッドにつきまして

ご説明させていただきますと、昭和 45年に作られたものでございまして長さ 111ｍ、幅 4.5
ｍ、高さが４ｍとってなっています。ちょうど真ん中あたりはカーブなんかもございまし

て、確かにカーブのところで車が、両方から車が来て、そこですれ違うことがなかなか難

儀なような感じになってます。そんなこともございまして、平成 17年にスノーシェッドの
両側のほうの出入り口に「対向車注意」のサインもさせていただいて、中ですれ違わなく

ても済むようなこともさせていただいているところです。先ほど来、町民の方々からお話

しありましたように、この先の白倉、立木、曲淵というような集落もございます。それか

ら先ほどからでてますこのホテル、コテージ、それからスキー場を備えた Asahi 自然観な
どもございますし、朝日鉱泉、それから朝日連峰の登山口となっております。そんなこと

で、いずれ整備の必要はあるものと思っています。そんなことではございますが、先ほど

来ありましたように、そのスノーシェッド部分につきましては、片側が急峻な山になって

おりまして、片側は川になってるというようなこともございまして、なかなか抜本的な対

策には相当の事業費が、お金がかかるのかなと思っているところです。それでもやはり安

全性の確保は重要なことでございますので、例えば、今、現地の、雪のためのスノーシェ

ッドというんですが、そのスノーシェッドの上に土などもだいぶ、上の方から落ちて溜ま

ってます。そんなものをとったり、スノーシェッドの上に石なんかも、浮石みたいなのも

ございますので、そういったものをとったりしながらですね、安全を配慮しながら、安全

を確保しながら、道路のパトロールをしながら対応して、もう少しお使いいただきたいと

思っているところでございます。それから、その先の未改良の舗装のところですが、国立

公園にもなっていることもございますし、なかなかまだまだ未整備な、舗装もしてない場

所もかなりございまして、危険なところについて個別的に対応するようなことは可能かも

しれませんけれども、なかなか奥の方まで全面的に舗装することも今の段階では厳しいの
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かと思っているところでございます。そういうことでよろしくお願いしたいと思います。 
  
 ☆今、県のほうからご説明、ありましたんですが、やはり私たちは毎日そこを通らなけ

ればならない場所ですので、やはり気持ちがどうしても上を見たり、あるいは前のほうを

見たりというようなことで、危険性もありますので、そういう点をできるだけ早く改修し

ていただきたい。そんな気持ちでございますので、よろしくお願いしたい。 
 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【５ 特別支援学校のスクールバス運行にいついて】 

 ☆新米で勉強中の教育委員をしています。知事さんとお会いいたしまして、まさに「山

形の母」というような温かい印象を受けまして、大変嬉しく思っております。今日は教育

委員ということから、特別支援学校へのスクールバス運行についてちょっとお話をしてみ

たいと思います。近年、重度の知的障がい者や、障がい、ダウン症とか情緒障がい、自閉

症などを持つ子どもさんが大変増えております。今までですと、この地区は米沢とか新庄

の養護学校で寄宿舎生活を余儀なくされていたということです。地域から、それから家庭

から学校に通学できる学校と要望いたしまして、山形市に「村山特別支援学校」が設立さ

れました。大変喜ばしいことです。ですが、朝日町から学校への送り迎えは当然保護者が

やっております。約１時間近くかかります。朝は９時まで、迎えは２時までということで

仕事にも就けないということです。肉体的、精神的、経済的にも大変負担がかかり、計り

知れないものがあるかと思います。そこで支援学校へのスクールバスがあれば、どんなに

か保護者の負担が少なくなるのかなという思いでいっぱいです。ここで送り迎えをなさっ

ている父兄のお母さんからちょっとお手紙をいただいておりますので、少し読まさせてい

ただきたいと思います。「学校生活とか家庭での生活で大変良かったこと。専門の先生ばか

りなので、安心して預けられる。一つ一つの接し方が丁寧。学校が遠いにもかかわらず、

毎日喜んで通っている。表現が豊かになり、コミュニケーションが以前よりずっと取りや

すくなった」など大変嬉しい話です。それから、行政への要望というようなことなんです

が、「一番は送迎サービスの実施」をお願いしたいということです。今後、送迎サービスが

あることにより、支援学校の通学が可能になり、さらに充実した指導を受けられる子ども

たちが増えること、家族の負担の軽減と、ぜひ、考えていただきたいというようなお手紙

です。このようなお手紙もありましたので、ぜひですね、大江町、朝日町、山辺とか、そ

ういう路線に関わってスクールバスの運行をなんとか検討していただきたいというふうな

思いでいっぱいです。最後になりますけれども、朝日町では現在２名の方が支援学校に行

っております。保護者の負担をなるべく軽くできるようにと町では就学援助をしていただ

けることになっております。援助費は両親の収入に応じてということです。保護者の方も
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とっても感謝しているところです。このように就学援助をする市町村は県、または全国で

もないとのことで、これは全国に誇れることと思っております。このことについては町長

の広い心に感謝でいっぱいです。どうかよろしく、ご検討お願いいたします。 
（知事） 
はい、どうもありがとうございます。教育委員のお仕事、熱心にやっていただいて本当

にありがとうございます。県内の特別支援学校では、通学用のスクールバスというのは原

則として運行はしておりませんで、保護者の方からの送迎、それから公共交通機関を利用

して通学いただいてるというのが現状でございます。また、登下校に要する時間的負担が

大きい児童生徒の皆さんや、障がいのため通学が困難な児童生徒の方々に対しまして、一

部の特別支援学校を除いて寄宿舎を準備して、通学の負担の解消というものを図っており

ます。障がいを持つ児童生徒の皆さんにとって、寄宿がいいのか、あるいは通学がいいの

か、また通学する場合、どのような通学手段がいいのかということは、児童生徒の障がい

の状態、それからご家庭の状況などによりまして異なっているために、一応それぞれの状

況をお聞きして町の教育委員会と相談の上、個別に対処しているということであります。

今のお話しですと、朝は９時まで、迎えは２時まで行かなきゃいけないとかですね、一日

中やはり、かかりきりでいなきゃいけないので、お仕事をできないという状況ということ

であります。本当に大変だなと思います。近年ではですね、そういう保護者の方をサポー

トするようなボランティアといいますか、あの福祉有償運送制度、全くの無償ではなくて

ですね、NPOとかですね、少しお支払いして、そこのところを毎日でなくてもね、週何回
でも例えばなんですが、ちょっとイメージ的には介護サービスみたいなものをちょっと思

い浮かべていただければと思いますが、そういう形でその、ご家族をサポートするという

ようなことが、他の地域ではできつつあるということも聞いております。そういうような

ことが早く広まればいいなと今、お聞きしていて思ったんですけれどもね、詳しくは教育

事務所のほうでちょっと説明をお願いいたします。 
（教育事務所長） 
村山教育事務所長です。よろしくお願いします。特別支援学校のスクールバスについて

は先ほど知事の説明にありましたとおり、通学範囲がそれぞれに広範囲になるために、原

則として運用しておりません。ただ特例として運用しているのが上山市にあります、山形

県立ゆきわり養護学校１校のみであります。これは車椅子使用の児童生徒が大変多いため

に、障がいに配慮した特例であります。しかも山形市の村山総合支庁から学校までの往復

ということで、村山総合支庁まではそれぞれのご家庭で送迎いただいている実態でありま

す。従って保護者の方々には同じように、大変ご協力をいただいているところであります。

そんな保護者の方々のご負担を少しでも軽減するために、就学奨励費による通学支援の制

度がございます。これは公共交通機関の定期代や送迎のためのガソリン代を補助するもの

であります。もちろん、充分とはいえませんが、ご理解よろしくお願いしたします。なお、

いただきましたご意見については大きな課題の一つとして引き続き検討を重ねてまいりた
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いと思います。貴重なご意見、ありがとうございました。 
☆将来に向けて、よろしくお願いいたします。 

 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【６ 高校再編について】 

【７ 県道左沢浮島線の改良について】 

☆知事ご苦労様です。私、大暮山の町会議員をしております。知事に、２点お伺いした

いんですけれども、１点ずつまずお伺いしたいと思います。一つ目は山形県内の高校の再

編問題ですけれども、寒河江西村山管内には４校の高等学校があるわけですけれども、今

年度から高校の授業料無償化ってことで、高校も義務教育の一つになってくるんじゃない

かなって気がするんですけれども、知事は前に県の教育委員もなさっていて、小学校、中

学校の少人数学級という大変本当に、大変素晴らしいことを実現してくださいましたけれ

ども、この今の高校の再編のあり方を、これをどういうふうに知事はお考えになっている

のか、その辺を具体的にお伺いできればと思います。この前、説明があったときには、キ

ャンパス制方式とか、ちょっとなかなか理解できないような説明もあったわけですけれど

も、その辺、知事から直接お伺いできればと思います。まず１点目、これをお願いします。 
（知事） 
はい、教育、人づくりって本当に大事なことでありますので、少人数学級を中学校３年

生まで実施してまいる所存でありまして、今年は中学２年まで、来年度が中学３年生まで

実施ということでやっております。高校の再編のことをお尋ねなんですけれども、それま

では私が教育委員の頃もそうですし、これまでですね、やはりある規定路線がありまして、

「再編ありき」だったんですね。やはりコストがかかるというようなことが大きかったわ

けであります。非常に細かいところまでは覚えていませんけれども、段々とにかく高校は

なくなっていくというような決まりきった路線がありました。ただ、私が就任いたしまし

てからは、その「再編ありき」という考え方ではなく、やはりその学校というのがその地

域のシンボルといいますかね、そこに若者がいるというだけでなんか地域が明るくなった

り、活性化の中心だったりね、いろんなことがあるもんですから、地元とやはりいろいろ

相談をしながら、ご意見伺いながら、やったほうがいいんじゃないかって私はね、小規模

であってもね、存続したいねみたいなそういう、本音を言ってしまえばね、そういう気持

ちで言っているわけでございます。ただ教育委員会というのは独立行政委員会でありまし

て、知事部局とは違います。教育に関してはやはり中立の立場で、将来までしっかり考え

ながら、教育委員会独自で人事も、それからそういういろんな制度もやっております。た

だ、私の考えというのもありますので、今お話の村山地区の高校ですね、残念ながら朝日

町のはなくなってしまいましたけれども、他の高校も人口、生徒の減少というところが見
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えているわけであります。どういうふうにしていくんだということになっておりまして、

そこは委員会というものを作りまして、県民の皆さんのご意見を聞きながら、お聞きしな

がら進めていくと聞いております。そして今、キャンパス制ということが出てきましたけ

れども、一つの高校が生徒が少なくなったから失くすということではなく、例えば二つの

高校をね、あるいは三つの高校で、そのまあ、なんて言うんだろうねえ、失くさないでお

互いに共有しあいながら、例えば音楽の先生は一つの A という高校にいるけれども、B と
いう高校に週に何回か行くとかですね、そういういろんな柔軟な制度として両方とも存続

するような、その地域、その地域に存続できるような形でね、やっていけるんじゃないか

というような方向で検討がされているのかなというふうにお聞きしているところですけれ

ども、なお詳しいところというのを教育事務所のほうでちょっと説明してもらえますか。 
（教育事務所長） 
教育事務所長です。今、知事の説明にありました西村山地区の高校再編については、平

成 20年から検討委員会が立ち上がりまして、これまで５回委員会を開催してまいりました。
４回目のあとに中間まとめということで、地域説明会をそれぞれさせていただきました。

そのあと再度、検討委員会が開催され、22 年の３月に報告書が出されました。内容につい
て、今キャンパス制というお話がありましたけれども、現在、４校あるわけですが、それ

を３校に再編をして、そのキャンパス制による連携をはかっていくというのが一つの案で

す。もう一つが２校に再編する案ですが、その２校の場合でもそれぞれ４つの校舎を活か

しながら、教員が出張授業を行ったり、部活動を一緒に実施していくもので２月に出まし

た報告書に基づいて、今後は再編整備計画を策定していく段取りになっております。その

中でまた、地域の皆さまからご意見を伺って検討してまいります。よろしくお願いいたし

ます。 
 

 ☆はい、わかりました。また、先ほど知事のほうからもありましたけれども、朝日分校

がなくなって本当に、子どもたちがいなくなってきているので、学校がなるというのは、

そういうのは理解できるんですけれども、やっぱり高校がなくなってるから地元に残らな

い、そういった悪循環的な面も出てきますんで、できるだけやっぱり近くに高校があれば

というような気持ちが大きくありますので、まあ大学ですとこれは本当に、自分が進んで

行くところなんで、大学ともまた違う、高校というのはこれから義務教育の中の一つみた

いな感じになってくるというところで、少しでも近いところにあればというような気がし

ますので、とにかく知事の出身地であります大江町の左沢高校、これを是が非でも残して

いただきたいなというのが、気持ちが本当に一番強いところであります。２点目に移らさ

せていただきますけれども、国の名勝になっております、大沼の浮島があるわけですけれ

ども、そこまで行く道路、県道左沢浮島線ですけれども、参議院議員の岸先生、３年ぐら

い前ですか、来ていただいたんでしたけれども、金山町出身の岸先生が、「山形県内の県道

でこんな道路もあるのか」っていうふうに言った道路なんですけれども、今あの、去年か
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ら待避所設置ということでまたあの、部分を拡げていただいて道路広くしていただいてお

りますけれども、今年度もやっていただきますけれども、まだその待避所も設置できない

ような狭いところもあるわけです。やっぱり国の名勝の大沼の浮島というのは大変素晴ら

しいところありますので、そして毎日あの、子どもたちのスクールバスでマイクロバスで、

小学校、中学校に通学しているわけなんですけれども、やっぱり保護者の方が大変、毎日

心配なわけです。そういう面も解消していただけるように県道左沢浮島線、今いろいろ工

事やっていただいておりますけれども、待避所も設置できないような場所を、それをこれ

からなんとか改良お願いしたいなというふうに思っておりますんで、よろしくお願いしま

す。 
（知事） 
はい、ありがとうございます。大沼の浮島ですね。はい、私も何度か行ったことありま

す。隣の大江町でしたので、松保の杉を見に行ったりですね、大沼の浮島を見に行って、

動くとこ見たいなあと思ったけど、動くのは見たことがないですけどね、はい。本当に金

山町の岸先生が驚くほど、酷い道なんですよね。先ほどの道陸のトンネルもあるし、それ

からその先の朝日鉱泉までの道路もあるし、朝日町道路いっぱいなんか、直さなきゃいけ

ないところいっぱいあって、でもその他のところいっぱい県でやってるんですよね、本当

に。かなりなところ、朝日町さんに予算つぎ込こんでいるんです。本当に。あの、まあで

も本当に今、今日ご要望いただいたわけでございまして、町長さんとか地元の方々とご相

談および優先順位とかもやはりないとね、いちどきに全部３つやれっていうことは、絶対

それ難しいですし、ご相談させていただきながら進めさせていただきたいというふうに思

っておりますので、よろしくお願いいたします。 
 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【８ おいしい山形プラザの収益について】 

【９  知事から見た朝日町の印象について】 

【10 知事がいつも輝いている秘訣について】 

☆朝日町、常盤の者です。知事さん、こんにちは。今日は三つのことをお話したいです。

一つは、今日の資料にも写真が出ておりましてちょうどいいなと思いました。「第三次山形

県総合発展計画」の８ページに写真が載っております。先日私は、東京銀座の山形県アン

テナショップおいしい山形プラザの山形サンダンデロでいただいてまいりました。とても

山形の野菜を主にしたイタリアンでしたけれども、おいしゅうございました。でもこんな

ふうに畑、我が家の畑のまわりのものをこんな高い値段で銀座で食べられるんだなんて思

って、びっくりしてきたんでしたけれども、４月 20日のテレビでした。知事さんニコニコ
って、３億 8,000 万が大幅に売上増加で４億円突破しましたってなんか、ニコニコ顔で出
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ておりましたけれども、その利益って１億いくらどういうふうに使われているんですか。

そのことひとつお聞きしたいです。あともう一つはですね、将棋とか麻雀なんかも外で見

ている人のほうがこう、よく見えるってことがありますけれども、朝日町を知事さんは全

国、ロシアまでも行かれてこう、いろいろな土地を見て回られるわけなんですけれども、

知事さんからみた朝日町っていうこの、将来性、展望、方向性みたいなはどんなことをお

感じになっていってらっしゃるのかなってこと、二つ。もう一つは今日もとっても素敵な

瑠璃色のファッションですけれども、いつもテレビで、すごくいつも輝いていらっしゃる

から、なんかこの秘訣があるのかなと思って、一つお聞きしたかったんです。この三つ、

よろしくお願いいたします。 
（知事） 
はい、ありがとうございます。まず、その「おいしい山形プラザ」でしたかね、はい。

今年の４月 30日で丸一周年になりましたので、イベント行ってまいりまして、ウド鈴木さ
んと佐藤唯ちゃん。佐藤唯ちゃんていうのは寒河江出身で「なまドル」と言われて若い人

には人気です。「なまっているアイドル」それを縮めて「なまドル」ということで、「なま

ドル」として大変人気があります。「私、大江町だぜぇ」とか言ったら「えーっ」とか言っ

て、二人で盛り上がったんですけれども、ウドちゃんは庄内出身であります。そのような

ことでオープン１年を迎えまして、来場者数が概数で 63万人、売上金が４億９００万円余
りという発表させていただいたところでした。この売上げをどのように使っているかとこ

とでありますが、県に入ってくるわけではありませんで、やはりそこにお店を出している

方々に入るわけであります。そのうちのほんの少しが県に入ってくるんだったか、あとで

ちょっと産業経済部に聞いてみたいなと思っておりますけれども、あそこの家賃は県で払

っているんだけれども、お店の方々に県内の、たくさんのお店の方々にだして、出品して

いただいて、その売上げをそっちの方に多分入っていて、県の方にほんの少し入っている

のかなということであります。もう一つ朝日町の印象ですけれども、私がみると何ていう

かまずリンゴの町ですね。本当に、朝日町ってイコール、リンゴみたいにずうっと私は思

っておりまして、どこをみてもリンゴの花だらけでこんなに素晴らしいリンゴがあるとこ

ろは他にないと思います。ですからその、リンゴづくしでいろいろ発展していけるんじゃ

ないかななんてと思うくらいなんですね。昨年、中国に行って、それから今年ソウル行っ

て、ロシア行って来ましたけれど、朝日町のリンゴみたいな立派なリンゴ見たことありま

せん。どこもちいちゃい、このくらいのリンゴでね、それに比べたらもう、芸術品だと思

います。県内でも朝日町のリンゴは美味しいということで有名です。私の知ってる農業者

から聞いたんですけれども、それは例えば和合平であれば、「あそこは土が粘土質だから、

その雨が降っても美味しさ、糖分というものが流れないで、そこ粘土のところに止まるか

ら、だからあそこのリンゴは美味しいんだ」って話を聞いたことがあるんですけれどもね。

はあ、それが秘密だったかと思ったわけでありますが、リンゴ。最近はでも朝日町ワイン

というのも有名になってきています。それから、意外と静かなブームでその椹平の棚田と



 15 

いうのもブームを呼びつつあるなあという感じがしております。あと、案外知られていな

いのが松保の杉とか、大沼の浮島ですよね。それから今日のお昼にちょっとリンゴ温泉の

ところでお昼を食べてきたんですけれども、ダチョウのお肉、大変美味しかったです。ク

セがなくてね、美味しかったですが、大変残念ながら、あんまり知られていないかなと思

います。で、町長さんと話ししたんですけれども、「これ、アンテナショップの奥田さんの

ところでもちょっとねえ、使ってもらったらいいんじゃないの」みたいなことを私はちら

っと言ってしまいました。あの、そういうことで朝日町のものがいろいろ発信できたらい

いなと思います。昨年の 10月でしたか、リンゴの出荷で朝日町に私、参りまして、その帰
りにワイン城に寄りましてね。ワインのブドウ畑でブドウを摘んでそこでワイン作っても

らえるんだ、なんていうことも聞きましたので、すごいところだなと思いました。朝日町

ってところは可能性は限りなくあると思います。観光もそうだし、農林水産業もそうだし

ね。皆さんは気づいていらっしゃらないけど、ものすごい資源があるところじゃないかな

っていうのが私の印象であります。それから三つ目、服ですか。いやあ、服はよっく聞か

れるんだけど。 
 
☆今日のお色もそうですけれども、いつもね、こう輝いてニコニコしてらっしゃるけれど

もなんか、どういうもの食べて、どういう健康づくりしていらっしゃるのかなと思って、

すごく関心があります。 
（知事） 
いやあ、ありがとうございます。いやあ、あの、結構塗りたくっていますね。シミやそ

ばかすが見えないように塗ってるんで、例えば今、妖怪が流行っているそうでありますが、

「ゲゲゲの女房」のおかげですね。自分を妖怪の何に例えるかっていったら、私だったら

「ぬりかべ」だなって。私なら思うんですけれども、化粧落とした顔は見られないよとい

う、だから取材に来られた時も、朝のご飯作りのときから入られたんです、台所に。「ちょ

っとスッピンだから映さないでね、顔だけは」ということで、手元ばっかり映してもらっ

たこと覚えがありますけどね。あの私は昔からその、「心の美人」っていうのが一番だって

いうことを親から言われておりまして、容色というようなものは衰えるけれども、その、

心の美人というのはいつまでも変わらないよってことで、なるべく笑ったりですね、でき

るだけ人の気持ちを思いやったりとか、そういうふうにしなさいと言われたし、それが本

当にできているかどうか自分でもちょっと不安でありますけれども、物事、できるだけ前

向きに、明るく捉えるようにしています。選挙の時も、選挙事務所で、「明るくいきましょ

ーっ」って毎日言っていた覚えがあります。あの、まあ、選挙活動にしてもあるいは知事

になってからにしても、うちの 88 歳、今年６月で 89 歳になる吉村の父がいるんですが、
なんていうかな、「楽しんでやれ」というふうにアドバイスしてくれます。で、今年で 82
歳になる吉村の母なんですけれども、県議会が始まりますと、大変厳しい時期がございま

したね。そうすると、うちの母はですね、朝、家を出るときに、「叩かれれば叩かれるほど
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強くなる美栄子さんだ」とかって言って送り出してくれるんですね。そういうだから家族

の愛情といいますか、団結力といいますか、そういうサポートをしてくれる人たちがいっ

ぱいいるんですよ。服についてもそうです。同級生からね、「あの時のあのスーツに黒い靴

下は似合わないからやめろ」とかですね、いろいろこうアドバイスくれるんですよ。皆、

見守ってくれてるんだなという事で大変ありがたく思っている。本当に皆さんのお陰で、

毎日私は頑張って仕事をしていられるなということで、毎日ありがたいなという思いで頑

張っております。そういうことでよろしいでしょうか。ありがとうございます。 
（産業経済部長） 
産業経済部長です。さきほどのアンテナショップ、知事から申し上げましたとおり、４

億 900万円の売上げ、これが県に入ってくるということではございませんで、生産者の方、
あるいは販売される方にこのお金は入っています。ただ、飲食と物販とに分かれますけれ

ども、それぞれの料率で何ていいますか、家賃といいますか、売上げの数パーセントです

けれども、それをいただくことにしておりまして、このアンテナショップやはりその、ア

ンテナショップということは県の施策としてやっております。それをそこで知っていただ

く、買っていただく、そして来ていただくということで県が用意したところで市町村の方

とか、あるいは生産者の方が、そこを使ってアンテナ機能を充分に活用してもらうという

側面がありまして、市町村のイベントなんかでも去年の場合ですと 70回ほど活用していた
だいておりまして、県の方にいただいたその料金の部分については、そういうことでアン

テナショップの運営管理費などにあてさせて使わせていただいているとこういうことでご

ざいます。 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【11 りんご新品種「ファーストレディ」のトップセールスについて】 

【12 りんご新品種「ファーストレディ」の許諾（育成者）権について】 

【13 山形セレクションについて】 

☆リンゴのアドバイザーをしております。リンゴについて２、３点お伺いしたいと思い

ます。今、山形県で開発しました、今の知事にぴったりな名前の「ファーストレディ」と

いう品種が開発されました。その中で今、山形県の現地試験ということで、19 人の方がそ
のリンゴに取り組んでおります。その中で出てきた課題をちょっと２、３点お願いしたい

と思います。第１点は今年、山形県内で農協が去年の秋からこの春にかけてこの品種を農

家に苗木販売したわけですけれども、実際売り上げた本数が 8,000 本という形になってお
ります。その中でとてもじゃないが産地化とか、一つの産業を起こすことは無理だってこ

とはわかるわけですけどねえ。できれば抱えすぎては山形県全体見ましても、新しい品種

の抱えこみっていうのは多いっていう感じがあるってことで皆さんの話の中で、とにかく

この品種を全国のりんご生産者の皆さんから作ってもらって、それを皆さんから日本中の
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消費者から消費していただきたいと。こういう方向でひとつ進めるわけにはいかないかな

ってことで、一応この中で許諾（育成者）権といって山形県が権利をもっている、権利が

ございます。それは山形県がいつから県外作付を解禁しますよっていってもらうと県外作

付可能になるわけですので、とにかく早めに県外作付を解禁してもらいたい。各産地とも

いろんな品種開発しておりますので。やっぱりこの品種は「つがる」に代わる品種だとい

われている早生の品種なんですけれども、これに全国の生産者が期待しているところです。

ですから、まずこれをひとつお願いしたいと。あともう１点は、今 19人で昨年、はじめて
試験販売をしております。来年度が本格的な売りに入るということで、来年度８月末にな

ろうかと思いますけども、知事も一緒に行っていただきまして、「ファーストレディ」をト

ップセールスを是非お願いしたい。これが県内の代表者のご意見です。これは試験場の方々

も普及所の方も知っているはずですので、是非これを実行していただきたい。あと、もう

１点はブランド化でアンテナショップとかいろいろあったわけですけれども、あの数年前

に山形セレクションであったわけですけれども、どうも動きがはっきり見えない状況の中

で、今後山形のブランドとして、いろんな素晴らしい産物があるわけですけれども、その

辺をどう考えておらっしゃられるかなと。この 3点をご質問いたします。 
（知事） 
はい、ありがとうございます。まず第１点目ですね。県の品種で「ファーストレディ」

おっしゃいましたけれども、それと「秋陽」ですね。昨年、私出荷式にまいりましたけれ

ども、この二つは県で開発しまして、期待の品種ということでやっております。そもそも

山形県というのは本当に果樹の生産が盛んでありまして、さくらんぼ、ラ・フランスはと

にかく日本一であります。さくらんぼ、ブドウ、その次がリンゴ。県ではリンゴが第３位

というぐらい主力なのでありますね。リンゴのアドバイザーの方だから、私よりもずっと

詳しいので、逆に教えてほしいぐらいのところもあるわけでありますけれども、販売促進

につきましては、県と農業団体とで構成する「おいしい山形推進機構」が推進母体となっ

て、県産農産物の販売促進を展開しているところですね。リンゴを含め、農産物を紹介す

るようなパンフレット作成、配布とか様々なイベント、PRを行っておりますし、引き続き
それは実施してまいります。トップセールスをということでありましたので、トップセー

ルスはできるだけ私が先頭を立ってやりたいという思いもあるし、そうですね、県といろ

いろ検討しながらやってまいりたいというふうに思っております。ブランド、セレクショ

ンのお話なんですけれども、「山形セレクション」制度の見直しにつきましては、昨年度 11
月に有識者で構成する「山形セレクション会議」が行われております。そこにおきまして、

効果的な PRや品質管理などの面で民間の力を活用した制度、運用に移行していくべきだと
の方向性が示されたわけであります。これを受けまして、農林水産分野で「おいしい山形

推進機構」をセレクションの認定機関として３月末に県が指定しました。今後、おいしい

山形推進機構で事業者の認定、それから生産、出荷体制の検査などを行っていくこととし

ております。その中で品質が確かなものが出荷されているか、流通している商品も確認し
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ていくこととしております。この他、ブランド化を進めるための品目の追加、それから品

質基準の在り方につきましては、生産者の皆さんからのご意見やご要望をお聞きしながら、

今後検討してまいることとしております。首都圏などの青果店などにもご協力いただきま

して、年間を通じて県産農産物を PRしていく、ということにも取り組んでおります。関係
団体と協力しながら、県産農産物のブランド化を努めてまいりたいと考えております。山

形セレクションも、県産農産物のブランド化を図っていくため、一つの手段として位置づ

けておりまして、セレクションを含めた総合的なブランド化戦略を推進することで山形県

の知名度を高め、県産農産物全体の底上げを図ってまいりたいと考えております。 
 
☆先ほど言いました、許諾（育成者）権の問題ですけれども、多分苗木の権利というの

は県で持っているはずなんです。ですからその苗木を例えば「ふじ」とか「つがる」に例

えた場合に、なぜ、「ふじ」や「つがる」がこれほど世界の「ふじ」になったのかっていう

のは、それだけ全国に回したからですよね。やっぱり消費者にもいっぱいまわるわけで、

いつまでも囲ってるとタイミングがあるので、どのへんにこう何年間と期間もあるかと思

いますけども、どの辺に解禁ができるのかってのは、全国の生産者が待っております。や

っぱりそれだけ期待されているうちに撒いてしまわないと、時期外れで駄目になることで。

あと、もう１点はいろいろこの「ファーストレディ」に関しましても朝日町では苗木に１

本 1,000 円ずつっていうことでいろんな補助をして、朝日町の生産者は「秋陽」と「ファ
ーストレディ」につきましてはかなりな面積で皆さん頑張っておりますので、これからも

いろいろなご支援、PR等お願いしたいと思います。 
（知事） 
わかりました、ありがとうございます。今、本当に貴重なご意見をいただいたと思って

おります。その、苗木の権利をね、やはり全国にというようなことも含めまして、持ち帰

って検討させていただきたいというふうに思います。ありがとうございます。 
 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【14 広域的観光バックアップについて】 

☆私、朝日町観光協会の会長です。よろしくお願いします。朝日町では平成 20年３月に
第５次総合発展計画を策定し、いつの時代も自信と誇りを持ち、住みたい、ずっと住み続

けたい魅力ある町づくりを目指しておりますが、地域活性化のためには観光と交流が重要

なポイントになっております。特に観光の取り組みについては一つの町だけでは限界があ

り、朝日町でも平成 20年から白鷹、朝日、大江の３町による観光協議会を組織し、様々な
取り組みを行っており、交流人口の増加に大きな効果が出ているところでごさいます。今

後とも様々な意味で広域的な取り組みをし、もっと推進していく必要があると考えており
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ます。このたび５月７日ですけども、７市７町による村山地域の「めでためでた花のやま

がた観光圏」が国土交通省観光庁により認定を受けましたが、村山地域の観光圏構想の実

現を含めまして、強力な県のバックアップをお願いしたいと思っております。知事のお考

えをお伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 
（知事） 
はい、ありがとうございます。観光立国ということで国のほうも、観光庁というものを

作りましてね、頑張っております。わが県も観光立県ということも一つの目標に掲げてお

りまして今年の４月 1 日からですね、観光交流局というものを新設いたしまして、全力で
取り組むこととしております。幸先のいいことに今おっしゃってくださった、その「めで

ためでた花のやまがた観光圏」というものが認定されました。これはあとで総合支庁のほ

うから詳しく話してもらおうかと思いますけれども、本当に山形広域観光協議会と連携し

ながら、その推進についてバックアップを行っていきたいと思っておりますというか、い

まの結論でありますけれども、山形県は本当に観光資源が豊富だと思います。確かにハル

ピン行ったり、ソウル行ったり、モスクワ行ったり、ウラジオストック行ったりして思っ

たことは、この日本という国は、特に山形県というところはですね、緑の豊かな本当に食

べ物もおいしい、素晴らしいところだということであります。山もあれば海もあります。

庄内のほうに海はありますから、そして映画が撮影されるほど景観の美しいところでもあ

ります。県土の７割が森林で、空気が澄んでいて水もおいしくて、昼と夜の温度の差がハ

ッキリして大きい、そして四季がハッキリしている。そういうところだからこそ、おいし

いものがたくさんできるんだということを、私はことあるごとに PRしておりまして、その
観光、ぜひとも力を入れていきたいと思っております。広域観光というのを本当に町、そ

の点だけじゃなくてやはり、こう繋いだ線とか面とかそういう形でやはり、やっていくの

がこれからの観光だろうと。そしてまた見るだけじゃなくてね、体験するとか、普通の農

家の生活を体験してみたいとかいろいろな体験型というのも今、望まれておりますし、様々

なことがあります。ソウルというところはですね、1,000万人います。周辺まで含むと 2,000
万人。東京より人口多いですね、周辺まで含めると。そういうところが秋田や青森にいっ

ぱい来ています。わが県でも呼び込もうというふうに今、戦略を練っている最中でありま

す。そういうところは何を求めているかというと、健康志向、山登りしたいとかですね、

トレッキング、そして自然の中でゆったりしたいと、海を眺めてゆっくりしたいとかです

ね、本当に朝日町なんてぴったりなんですよね。海はないけどね、川がありますしね、棚

田というようなところもあります。なんかこう、ものすごい観光の資源が豊富な朝日町で

すから、どんどん町長さんと県、総合支庁と一緒になってやはり、広域観光頑張っていっ

たらいいんじゃないかなと私は思っているところであります。総合支庁とそれから町長さ

んもちょっと、長らく出番なかったので、考えをお聞きしたいなと思います。 
（産業経済部長） 
産業経済部長でございます。先に「めでためでた花のやまがた観光圏」、ちょっとご紹介
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させていただきます。ご承知のとおりだと思いますが、温泉と健康、これを共通テーマに

いたしまして、２泊３日以上の滞在型観光を目指していくと。要するに７市７町が我々村

山地域でございまして、その中に数ある観光地をですね、連泊してもらいたいと。そうい

うことで村山の観光客が増えていくような取り組みを、共同してやっていければとこうい

うことであります。コンセプト、申し上げますと「ココロに効く、カラダに効く、時速４

km○○（ほにゃらら）の旅」と、こうしたコンセプトだそうでございます。22年度から 5
ヵ年の事業期間で総事業費は１億 6,000 万円にのぼります。これを７市７町と山形県もも
ちろんバックアップさせていただきながらですね、強力にすすめさせていただきたいと思

います。この他にもですね、様々な支援するメニュー、われわれも持ってますし、広域観

光キャンペーン協議会でももってますので、そうしたものをお使いいただきながらですね、

是非当地の観光にご支援を申し上げていきたいというふうに考えております。 
（町長） 
広域観光というようなことで、観光協会長からもありました、知事からもお答えありま

して今、部長さんから話がありました。先ほど、会長さんからもありましたが、朝日町と

大江町と白鷹町さんで３町で、広域観光の推進協議会を平成 20年に立ち上げて今年度で３
年目になります。大江町さんとは西郡というようなことで、村山地域というようなことで

いろいろな場面で連携しながら取り組んでいるところが多分にあります。また白鷹町さん

とも隣町でありますが、行政区画というか、行政のエリアが違うというようなことで大江

町さんみたいな形の強力な連携は今までちょっと少なかったかというふうに思っています

が、今までもありましたけども、若干少なかったかなというふうな思いもあります。そう

いった行政権益を超えたこの３町の連携というのが、一つの大きな広域での事業の展開に

は一つのモデルというふうなことにもなってくるのではないかとのおもいで、この３年目

を迎える事業を展開させていただいておりますが、その中で１町だけではなかなか効果も

あがりませんが、それを３町で一緒に取り組むことによって２倍どころかもう、３倍、10
倍そういった大きな、こうエネルギーというか、力、効果が出てくるんだなというふうな

ことをこの２年、３年の中で改めて実感しております。「めでためでたの広域観光圏」につ

いても７市７町、その一員として朝日町も加わらせていただいておりますが、13 号線を中
心とした一つの大きな流れとともに、最上川を中心とした 287 号も非常に貴重な観光資源
だなというふうに改めて思っています。そういった中で７市７町もとより、この村山地域

と置賜地域をつなぐ非常に重要な位置にあるこの３町についても、今後ますます連携を深

めていきながら、さらに交流観光を引き継いでいくことが山形県村山地域のみならず、山

形県全体の、総合的な発展に繋がっていくのではないかと私たちも思っているところであ

りますので、知事はじめ、総合支庁長さんはじめ、皆さんからも今後ともご協力なり、ご

指導いただければなと思っております。交流観光につきましても観光協会長も一生懸命が

んばっておりますので、どうか県の皆さま方からもご支援、ご協力よろしくお願いいたし

ます。 
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☆それで知事、そういうことで我々も交流観光を一緒にやって頑張っていきます。もう

一つちょっとお願いがあるんですが、先ほどから「空気神社」という言葉がありましたけ

れども、世界に類のない空気神社、空気を祀っている神社なんですけれども６月５日、世

界環境デーの中で朝日町では空気の日ということで制定しております。是非、知事大変多

忙なところすみませんけれども、６月５、６日と 20周年記念事業が行われますので、是非
参加してください。どうかよろしくお願いします。 
（知事） 
ありがとうございます。はい、今お招きを、いただいたんですけど、５月の今日、十何

日かな、ちょっと厳しいかなという今日、秘書課長がきておりますけれども、その頃、も

う入っているようなことも多分、今から来年のこと考えればね、是非来年あたりは私も行

ってみたいなと思っておりますんで、今年はちょっと確約はできかねますけれども、空気

神社ってのは本当に、聞いたことないんですよね。こういう神社って、ものすごいその発

想だと思います。世界に発信していける神社だと思っておりますので、本当に国内外から

もね、まずは県外からのね、注目してもらいたいなというふうに、私自身も PR頑張ってい
きたいと思います。 
（司会） 
ありがとうございました。それでは他の方お願いします。 

 
【15  子育て支援について】 

【16 非常勤講師の採用と教育の質の確保について】 

☆西町の者です。先ほど子育て支援のことについてお話ありましたけれども、「子育てす

るなら山形県」とか「朝日町とか」っていうふうにキャッチフレーズがあって、国でも頑

張っておりますし、それから県でも朝日町では当然新しくできた子育て支援センターがあ

るわけですけれども、そういう子育てについてのいろいろ受け入れ態勢が、少しづつ充実

してきつつあるなあというような感じがしております。やはりそういうふうな受け入れる

ところがあれば、産みたいっていう人が案外いるんですね。大変ありがたいことだなと思

っているところですが、先ほどもちょっと話の中にありましたが、最近異常出産があった

り、障がいのある子どもがちょっと増えてきているかなっていう話もあったんですけれど

も、女の人が妊娠して出産するまでのその期間もやっぱり安心して産み、育てられるの「産

み」のところにも入るかと思うんですけれども、非常に環境というのはどうなのかなって

いうふうに思っています。こういう社会なのでちょっと厳しい面もあるのですが、やっぱ

り女の人が 10ヵ月お腹に子どもを抱えて過ごすその環境作りにも力を注いでほしいと思っ
ています。職場、もちろんですけれども、あと地域の中でとか、そういう支えがあってこ

そやっぱり子どもが生まれる。そして人口が増えていくということにも僅かながらも繋が

っていくのかなというふうに思っています。私も前、公務員だったので、非常に今考えて
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もいい環境っていうか、いい条件の中で子どもが産めたなというふうに思っております。

もちろん、産前産後休、充分に取れましたし、その後、育児休暇なんていうのもあったん

ですけれども、周りの職場の中でもいろんなところで気を配ってくださって、上司の方か

ら、周りの同僚の方から本当にいい環境で産んだなというふうに思っておりますが、あれ

から 30年以上、40年経っても、やっぱりそういうところは公務員とか、そういうところの
ごく一部の職場だけが恵まれていて、本当に全体に降りているかどうかっていうことも非

常に心配しているところです。そういう点で支援とか、指導といったらおかしいかもしれ

ませんけれども、県のほうでそういうものがあればいいなというふうに思っております。

もう一つは教育現場でなんですが、前にも機会で申し上げたんですが、非常に講師の方が

多くて、そして非常に情熱を持っていても、採用にならないという方、そして、そういう

人たちが担任もしなければならない、自分の勉強もしなければならない。そうすると本人

も不安ですし、子どもたちもどうなのかなっていうふうなところも懸念されます。先ほど、

出前授業なんていうふうな話がありましたけれども、あの、中学校でも出前授業っていう

か掛け持ちの、数校の学校を掛け持ちしている先生もいらっしゃるわけですよね。そうす

ると、生徒指導の面でどうなのかなって。前にご一緒した先生は非常に目配り、気配りが

よくって年配の先生でしたので、非常にかえってよかったかなという気もしたんですけれ

ども、まだ中学とか高校の段階では、出前授業というのはどうかなっていうふうに思って

いるところもありますので、その辺もご検討いただければなというふうに思います。以上

です。 
（知事） 
はい、ありがとうございます。子どもを産み育てる環境の整備というものをやはり、こ

れからしっかりしてほしいというこのお話だったと思います。まさしくその子どもを安心

して産んで育てることができる、また仕事も両立したいという方もおられるわけでありま

すから、その環境整備っていうのは本当に大事なことだというふうに思っております。日

本全体が人口減少時代に突入しております。このままどんどんいきますと、労働力という

のもどんどん少なくなっていきます。消費者も少なくなってきます。数が、物を買う人が

少なくなるわけですから、企業とかいわゆる社会全体が活力を失われていくということに

なっていくわけで、10年後、20年後考えたら恐ろしいことなんですね。ですから人口って
のは、本当に大事な全ての指標になると私は思っておりますので、とにかくなんとかして

人口の減少を食い止めたいねっていうような思いから、人口減少抑制策というようなこと

まで踏み込んでやろうと頑張っているところであります。また、その人口減少の時代にお

きましては男性だけじゃなく、女性も働くのが当然の社会になりますし、また結構お年だ

からゆっくりしてるなということではなく、お年を召した方でも、とにかく定年を延ばし

てでも、60歳から 65歳、65歳から 70歳にまで延ばしてでも、元気な限りは働いていただ
くというのが、そういう社会になっていくわけです。実際にそういう状況が進んでいると

思います。その中で子どもを安心して産み育てることができるという環境というのは経済
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的なこともまずあります。子ども手当てというようなことで、国の方ではやろうとしてお

りますが、それだけでなく、産んでいる人自身をサポートするというような総合的な政策

が必要であります。それからその働いているところに、一旦は育休、子育て休暇をとって

休みましても、安心して復帰できるというようなことも大事であります。公務員の方は、

それはわりと保証されているのですが、民間はまだまだという段階だというふうに私は認

識をしております。少しずつ出てきてはおりますが、まだまだなところが多いんじゃない

かと。そこは県がリーダーシップをとって、企業さんと一緒になってね、取り組んでいか

なければならない、国へも政策提言して、仕事と家庭を両立できるような、男性も女性も

働き方ができるというような方向に進んでいかなければならないというふうに考えている

ところでございます。それから２点目の教員の出前授業のお話ですが、まさしくその出前

授業というような形態になれば、おっしゃるように指導面というところが心配される点で

ありますので、やはりそこのところもしっかり教育委員会でいろいろなこと考えながらや

っていかなければならないというふうに思います。単位制の高校というのもいくつかでて

きておりまして、そこがですね、やはり大学生みたいに「学生、自由にどうぞ」というの

ではなくて、やはり単位を取るにしても教師、教員、高校の教員が相談にのりながら、指

導しながらという形でやっていると聞いておりますのでね、やはりそこのところ充分に考

えながらやってほしいということを私からも戻って言ってまいります。ありがとうござい

ます。 


